
令和元年度第 4 回北本市文化財保護審議会 

 
と き 令和 2 年 2 月 10 日（月）  

午後 2 時 00 分から 

ところ 北本市庁舎 2 階 2‐A・Ｂ会議室 

 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報  告 

（1） 「石戸蒲ザクラ」の剪定作業について ・・・・・・資料 1 

（2） 「石戸蒲ザクラ」の根系調査について ・・・・・・資料 2 

（3）  デーノタメ遺跡の新聞報道について ・・・・・・・資料 3 

 

４ 議  題  

（1） デーノタメ遺跡の保存及び活用について（答申）・・・資料 4 

 

５ そ の 他                    

  

６ 閉  会    
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資料3　デーノタメ遺跡の新聞報道について

著作権により、非公開



北文 審発 第１ 号  

令和 2年 2 月 13 日  

 

北本市教育委員会 

教育長 清水 隆 様 

 

 

  北本市文化財保護審議会  

会  長 下 村  克 彦 

 

 

デーノタメ遺跡の保存及び活用について（答申） 

 

 

令和２年 1 月 27 日付け北教文発 91 号で諮問のあったこのことついて、

当審議会で慎重に審議した結果、歴史上重要な遺跡として認めましたので、

その保存と活用について別紙のとおり答申します。 

 

記 

 

 

１ デーノタメ遺跡(№16-039) 

 遺跡の種類 集落跡 

 遺跡の時代 縄文時代中期～後期 

 遺跡の面積 約60,000㎡ 

 所 在 場 所 北本市大字下石戸下630番地外 

  

 

案 資料４ 



1 デーノタメ遺跡の概要と特徴 

 デーノタメ遺跡は北本市南部の下石戸下地区に所在し、その面積は約 60,000 ㎡

である。本遺跡では旧石器時代終末からの遺物が出土し、遺跡の主体をなす縄文時

代中期～後期の集落は、5,000年前から 3,800年まで、約 1,200年間の長期にわた

って継続した。このうち、中期集落は勝坂Ⅲ式期を上限として加曾利ＥⅢ式期に至

るまで継続する環状集落である。集落の形態は長楕円形を呈し、その規模は長径が

210ｍを超え「関東最大級」である。この後、一時期的に集落は小規模化するが、

後期に至ると集落は堀之内Ⅰ式期から加曾利ＢⅠ式期まで弧状に展開し、弧の長径

は 270ｍと大規模である。このため、本遺跡は縄文時代中・後期ともに地域の拠点

集落として機能していたと考えられる。 

集落の広がる台地下の低地では、縄文時代中期及び後期の泥炭層が良好に遺存

している。特に中期の泥炭層は全国的にも調査事例が少なく、調査区からはクル

ミ塚や砂の道等の遺構群が、後期ではトチ塚や木組遺構等の遺構群が検出されて

いる。また、泥炭層中には多量の漆塗土器を包含しているほか、豊富な植物遺体

を含んでいることが本遺跡の特徴となっている。 

なお、遺跡名の「デーノタメ」とは遺跡の北部に昭和40年代まで存在した強力

な湧水による溜め池のことで、縄文時代にあっても重要な水源であったと想定さ

れる。デーノタメ遺跡は、豊かな雑木林と地下水が守ってきた遺跡といえよう。 

 

2 デーノタメ遺跡の保存と活用について 

 デーノタメ遺跡は集落の規模が大きく、低地遺跡を伴うことで全国的にも稀有な

遺跡である。こうした低地を伴う遺跡は通常の遺跡と比べて情報量が多く、特に本

遺跡では集落と水場の利用形態、縄文中期から後期に至る環境や生業の変化を一つ

の遺跡で明らかにできるという点で他に例をみない。 

 また、遺跡そのものの遺存状態が極めて良好であり、すでに関東地方においては、

こうした大規模集落遺跡が開発等によって多くが消失していることから、稀有な事

例といえる。 

 以上のことから、デーノタメ遺跡を保存し、人と遺跡をつなぐまちづくりの資源

として活用を図るため、以下の点について留意すべきである。 

 

１ デーノタメ遺跡の保存にあたっては、国指定史跡を目指すこと。 

２ 指定の範囲は、文化庁が示した保存範囲を基本とすること。   

３ 今後の調査で遺跡の範囲が広がる場合には、保存範囲の追加を検討すること。 

４ 国指定の後は遺跡の特徴を活かし、縄文時代の植生を復元した整備・活用計

画を策定し、実施すること。 

５ 遺跡の保存・活用にあたっては、住民と行政が協働し、まちづくりの拠点と

すること。 


